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〈別紙１〉 

人口減少対策調査特別委員会設置要綱 

     

１ 設置の目的 

  豊岡市の人口減少に関する諸課題等を調査するため、地方自治法第109条及

び豊岡市議会委員会条例第５条の規定に基づき、特別委員会を設置する。 

 

２ 委員会の名称 

  人口減少対策調査特別委員会 

   

３ 委員の定数 

  ７名 

 

４ 付議事件 

移住・定住促進、子育て支援、産業振興などに関する調査研究等 

 

５ 委員会の設置期間 

  調査完了の時期まで 

 

６ 調査の経費 

  議会費の中で議長の定める額 

 

７ その他 

  設置期間中、議会の閉会中も継続調査できるものとする。 

 

 



〈 別紙２〉 

人口減少対策調査特別委員会重点調査事項（案） 

2026.3.24 

 

１ 移住・定住促進に関する事項 

 

２ 結婚支援・子育て支援に関する事項 

 

３ 産業振興等に関する事項 
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午前９時２４分開会 

○委員長（西田  真） おはようございます。 

 定刻前でありますけど、皆さんおそろいでありま

すので、ただいまから人口減少対策調査特別委員会

を開会させていただきます。 

 寒い冬もやっと春らしくなってまいりましたし、

桜のつぼみもぽつぽつ、そういう声も聞こえてきて

ますし、そういう時期になったかなと、春が待ち遠

しかったんですけど、やっとそういう時期になった

かなと思っております。これから桜の花見とかいろ

いろとありますけど、転勤の時期でもありますし、

歓送迎会の時期でもありますけど、こういう時期で

ありますけど、これから特別委員会を開会したいと

思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 早速でありますけど、３番目の協議事項に入らせ

ていただきます。 

 まず、結婚支援の現状についてということであり

ます。 

 協議事項に入ります前に連絡させていただきま

す。 

 委員会中の発言につきましては、必ず委員長の指

名を受けてから、マイクを使用し、発言の最初に課

名と名字をお願いいたします。 

 それでは、協議事項に入らせていただきます。 

 今回の委員会は、前回委員会で結婚支援について

もう少し調査を深めるということで意見がまとま

りましたので、協議事項は結婚支援１項目に絞って

おります。早速ですけど、結婚支援の現状について

を議題といたします。 

 委員の皆さんはＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上のフォル

ダー、人口減少対策調査特別委員会２０２６、３・

２４の中に配信しております資料をご覧いただき

たいと思います。 

○副委員長（荒木慎大郎） すみません、時間にまだ

来てないんで、おのおので開いてください、おのお

のです。配信できませんので。 

○委員長（西田  真） 分かりました。 

 それでは、地域づくり課、説明をお願いいたしま

す。 

 くらし創造部地域づくり課、宮田課長、よろしく

お願いします。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） おはようございま

す。 

 改めまして、委員会出席に当たりまして、ネクタ

イちょっと失念いたしまして、申し訳ございません

でした。以後気をつけます。よろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、着座の上、ご説明させていただきたい

と思います。 

 それでは、既に配付させていただいておりますが、

現在の取組状況について、パワーポイント資料に従

いましてご説明させていただけたらと思っており

ます。右下のほうにページ数打っておりますので、

ページ数等を踏まえながらご説明をさせていただ

けたらと思っております。 

 まず１ページからですが、地域づくり課におきま

しては、人口減少対策としまして、結婚を海という

ような、ゴールに見立てたイメージをつくっており

まして、川上から川下まで各種事業を行っていると

ころでございます。川上におきましては、まだ結婚

を意識していないような若者世代を対象といたし

まして若者事業などを行いまして、若者世代のつな

がりづくりや出会いの場づくりなどを促進してい

るという状況でございます。それ以外にも、２５歳

同窓会の開催支援や、先日、中学生が中心となって

企画、実施しましたスイーツ祭がございましたが、

こういった実現に向けまして相談や運営協力に応

じるなど、豊岡においては若者がやりたいようなこ

とを応援してくれるようなまちだというふうに感

じていただけるようなまちにしていけたらなと。ま

たそして、一度は都会に出たといたしましても、豊

岡に帰ってチャレンジしていきたいとか、また、帰

ってきてくれなくても、ふるさと豊岡への愛着を持

ってもらえるような取組をしているところでござ

います。 

 川中におきましては、結婚の手前の恋人づくりの

ような支援ということで、はーとピーという事業を

行っております。 
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 そして川下におきましては、具体的に結婚をイメ

ージして、結婚を前提にお付き合いを始めるような

相手探しの場といたしまして、縁むすびさん事業を

行っているところでございます。 

 具体的な事業の内容につきまして２ページのほ

うでご説明させていただきたいと思いますが、まず

はーとピーでございます。これは全ての若い方を対

象としているということで、ホームページやフリー

ペーパーなどを使って開催案内などをしていると

ころでございます。ただ、参加を希望する段階にお

きましては、公式ＬＩＮＥへの登録が必要となって

おります。イベントに当たりましては、会場や狙い

に応じまして、１回８人前後の男女同数となるよう

な参加者を募りながら会費を頂きまして、食事やゲ

ームなどをしながら、会計年度職員になりますが、

マリッジアドバイザーという職員でありますとか、

市民サポーターの方々が会話を盛り上げながら交

流していくというふうな形で時間を楽しく過ごし

ているということでございます。イベントの最後に、

あのねカードといいますが、自分の名前やＬＩＮＥ

アカウントなどの連絡先を書いたカードを用意し

ていただいておりますが、それにそれぞれがイベン

トの間で気に入った方の番号をそのカードに書い

てもらい、事務局に提出していただきます。事務局

がそれを預かりまして、マッチングできた数などを

集計した後に、参加者ごとに分けて封筒に入れて、

その方それぞれにお渡しするという状況になって

おります。ご自身の気に入った方から連絡先のあの

ねカードが入っていればその方に連絡を取るとか、

なかったけれども連絡先をもらった人の中に気に

なる方があるということであればその方に連絡を

取るなど、イベント終了後はあのねカード等を基に

それぞれが個人的に連絡を取り合うような仕組み

ということになっております。 

 次、３ページになりますが、縁むすびさん事業と

なります。こちらは１対１での、いわゆるお見合い

を希望する方に登録をいただくということで、登録

時にプロフィール等を提出していただくというこ

とになっております。そのプロフィールを基に、事

務局や市民ボランティアであります縁むすびさん

が、この人とこの人出会ってもらったらいいのでは

ないかなというふうな、机上でマッチングをしてい

ただきまして、それぞれにその方のプロフィールを

お渡しし、ご本人がその方と会いたいかどうかとい

う意向を確認させていただきます。お互いがその方

に会ってみたいということになりますと、事務局の

ほうで日程や場所等、調整しまして、お見合いを設

定するということになります。このお見合いが終わ

った後に、そのお見合いの場所では特に返事を伺い

ませんが、終わった後に事務局が個別に連絡を取り

まして、意向を確認しまして、その方が気に入った

かどうか、今後もまた会ってみたいかどうかという

ふうなことを確認しまして、お互いが引き続き会っ

てみたいなというふうなことになりましたら、その

段階で事務局が相手の連絡先を伝え、その後は両者

で連絡を取ってもらいながら、お互いの親交を深め

てもらうというふうな事業を実施しているという

ことでございます。 

 これは、豊岡市でやってます縁むすびさん事業以

外にも、社会福祉協議会のほうでもＨａｐｉｍａｒ

ｉ事業として事業が実施されてるということがご

ざいますので、そちらのお世話役さんの方などとも

連絡を取りながらマッチングを行っているという

状況にございます。 

 具体的に、４ページになりますが、そういった事

業に登録されている方ということでありますが、登

録者としてはコアターゲットといたしております、

おおむね２５歳から３９歳の方をコアターゲット

といたしておりますが、そちらの方々のおおむね１

割程度の方に登録をいただいているという状況で

はございますが、逆に９割の方には登録等はいただ

いてないということになっております。 

 ５ページになりますけれども、今までの事業の全

体像というのが、分かりやすいかなということで少

しまとめさせていただいております。独身者全員を

対象にいたしておりますけれども、具体的な事業に

参加するためには、それぞれはーとピーの登録、あ

るいは縁むすびの登録ということが前提となって
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まいります。したがいまして、独身者の中には、は

ーとピーに登録していただいている方、縁むすびさ

ん事業に登録いただいてる方、両方に登録いただい

てる方、そして、先ほど申し上げたように、登録を

されてない方９割というふうな形でございまして、

事業の実施に当たりましては、ハートリーフにおり

ますマリッジアドバイザーと共に、はーとピー事業

ではサポーターとして、縁むすびさん事業では縁む

すびさんにご協力をいただきながら事業を実施さ

せていただいているという状況にございます。 

 続きまして、６ページになりますが、成果という

ような形で、今年度の数字にはなりますけれども、

縁むすびさんにおきましてはお見合いを３３２回

セッティングさせていただいております。その中で

お付き合いに移行した方が１７０組と、結構お付き

合い、引き続き会ってみようということにはなるん

ですけれども、成婚に至った方は５組という状況で

ございます。はーとピーの事業におきましては、９

回実施いたしまして、カップル成立５０組、成婚数

は３組ということになっております。 

 また、市が実施するイベントにおきましては、対

象者が少し限定的になってしまうということもご

ざいますので、昨年度から飲食店などの皆さんに主

催していただきまして、同様の婚活イベントを実施

していただいております。その場合は５万円までの

補助金を支援して事業実施ということで、先ほど申

し上げた登録をいただいてない９割の方なども参

加しやすいような、その店の常連さんであるとか、

声かけていただけるというふうな形で参加いただ

く中で実施していただきまして、こちらのカップル

成立数は３組ということになっております。そのほ

かにも魅力アップ講座ということで、服の選び方で

ありますとか、男性に対しましてもメーキャップの

仕方などの自分磨きの講座なども開設していると

いう状況でございます。 

 右上にございますが、グラフでございます。こち

らご覧いただきましたとおり、市内婚姻数、青色の

ラインですが、右肩下がりで減少している中で、ハ

ートリーフなどの事業を通じまして成婚につなが

る件数というのは１５件前後を確保しております。

多い年には市内の婚姻数の約１割が本事業による

婚姻であったというときもあるという状況になっ

ております。この成果を上げている理由といたしま

しては、ほかの多くの自治体ではマッチングイベン

トなどは実施されておられます。ただ、マッチング

イベントなどをされた上でカップル成立して、あと

はご自由にというようなケースが多いようにも聞

いておりますが、豊岡市は、先ほど来、申し上げて

いるようなマリッジアドバイザーでありますとか

市民の方のご協力をいただきながら、成婚に向かっ

ての伴走やデートやプロポーズの指南、相談など、

属人的な内容とはなっておりますが、手厚い支援を

させていただきながら支えていっているという状

況もあるのかなというふうには感じているところ

であります。 

 続きまして、７ページになりますが、参考までと

いたしまして、過去５年間の実績を計上させていた

だいているということです。縁むすびさんのところ

ありますように、２０２３年度の見合い件数が大き

く減っています。また、２０２４年度の成婚件数も

減ったりしておりますが、一概にそれが全てという

状況ではございませんが、所管が地域づくり課とい

うことになりまして、来ていただく相談窓口が本庁

２階となったという影響があったのではないかな

というふうにも感じたりはしております。 

 続きまして、８ページですが、結婚支援事業の取

組ということで、先ほど少し申し上げましたように、

健康増進課が所管しておりましたが、２０２３年度

に地域づくり課に所管が変わったということで、そ

の際に新たな取組といたしまして、デジタル化を進

めまして、事務効率の改善を図ったり、昨年度から

は先ほどの飲食店補助金を始めたりしております。 

 また、９ページになりますが、先ほど少し申し上

げたように、本庁の２階に事務所を構えて相談対応

をさせていただいておりましたが、やはり行きにく

いでありますとか、平日には相談に行けないんだと

いうようなご意見もございましたので、アイティに

おきまして隔週の日曜日に相談窓口を試行的に開
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設したという状況です。その結果、昨年度から女性

の新規登録者が大きく増加するというような成果

があったのかなというふうに思っております。また、

地域づくり課に移行していく中で、総務省の制度を

活用しまして、地域プロジェクトマネージャーを採

用しまして、結婚支援事業のさらなる充実に向けま

して、検討、取組を進めているところでございます。 

 １０ページになりますが、地域プロジェクトマネ

ージャーのミッションといたしまして、幾つかある

わけなんですけれども、一つは相談体制の強化とい

うことで、先ほど来、申し上げているように、本庁

２階では行きにくいということもございます。その

ため、アイティ４階のみらい応援Ｒｏｏｍにこの４

月から完全移設いたしまして、開設日も、日曜日も

常時開けるということで、日曜日から木曜日までと

させていただき、相談しやすい体制環境をつくって

いるという状況にございます。ただ、今年度、毎週

日曜日開設した結果ではありますが、昨年度とあま

り差がないということもございます。また、プロジ

ェクトマネージャーが今はそちらの相談窓口のほ

うのシフトの一人として従事しておりますが、来年

度１年でもういなくなるということもございます

ので、今後はマリッジアドバイザー２人で回すとい

うことを前提といたしましたシフトということで、

毎週日曜日から隔週日曜日に戻していけたらなと

いうふうに考えているところでございます。 

 次に、広域化という課題に対する対応ということ

で、１１ページになりますが、やはり田舎の狭い地

域でもありますので、いろいろな婚活イベントで参

加していただくに当たりましては、知り合いに会っ

てしまって嫌な思いをしたりとか、前回会った人と

同じような人がまた来ているというふうな、同じよ

うな人が参加してるという状況もございまして、出

会える異性が限られるなどという課題もあるとい

うことから、市内に限らず近隣市町との広域的なイ

ベント開催なども模索してきているところでござ

います。ただ、但馬のほかの自治体におきましては、

豊岡市と一緒に実施するということになりますと、

何か豊岡市に全て取られてしまうのではないかと

いうような危機感がお持ちなのか、抵抗感が強く、

なかなか話が進まなかったという状況にございま

す。 

 その中で、京丹後市と１２月にプレイベントとい

うことで、市職員同士での試行ということにはなり

ますけども、婚活イベントの開催にこぎ着けました。

男女各６名の参加をする中で３組カップルが成立

したという状況にございます。今後は、広く市民の

方々の参加による本格的な継続実施に向けまして、

調整を進めていきたいなというふうに思っている

ところであります。 

 次に、１２ページといたしまして、但馬広域圏域

でのイベントにつきましても協議を重ねている中

で、県のほうに結婚支援コンシェルジュという方が

おられまして、こちらのほうからも自治体のほうに

声をかけていただく中で、来年度の５月、再来月で

すが、こちらで実施することが決まりまして、こう

いった部分でも着実に取組が進んでいるかなとい

うふうに思っているところであります。 

 そして、１３ページになりますが、冒頭見ていた

だいた表に、さらに来年度の取組といたしまして、

もっと若い人同士が交流できる出会える場という

ような形で、川上に近いところで合コン企画を実施

していきたいなというふうに考えているところで

あります。こちらにつきましては、企業の方からも

若い社員の出会いの場がない、企業同士の合コンが

組んでもらえないかなというようなことのご要望

があるということから、実施を今、検討していると

いうところでございます。米印の１つ目にあります

ように、以前、豊岡市でも実施しておりまして、企

業の窓口となっていただける世話役的な方にお願

いしながら人を集めていただきまして、セッティン

グを行っておりましたが、やはりお世話役の方もな

かなか結婚という個人の思いに関わるところで声

もかけにくいというようなこともあったり、また人

数を一定数集めていくということがなかなか負担

になるということで自然消滅したというふうに聞

いております。 

 したがいまして、１５ページになりますが、来年
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度からの実施に当たりましては、企業側のほうには

若手社員の方々に公式ＬＩＮＥのほうに登録をし

ていただくということを中心にご協力をいただき

ながら、コンパをする際の取りまとめ等はなしにし

ていけたらなというふうに思っております。登録い

ただきますと、ＬＩＮＥを活用し、開催の周知を行

いまして、あとは職場の知り合いなどと独身者自身

が声を掛け合いながら参加を申し込んでいただい

て、合コンという形で開催につなげられればなとい

うふうなことを考えております。会社側の従来の世

話役的な方におきましても、負担を軽減しながら、

かつ若い方々の出会いの場の創出、そして職場への

定着というような形に繋がっていけばいいのでは

ないかというふうなことをイメージしております。 

 最後、１６ページになりますが、先ほど一度見て

もらった絵と同じでありますが、従来のはーとピー、

そして縁むすびさん事業に加えて、このようなオフ

コン事業というような形で加えていこうというふ

うに思っておりますが、従来のはーとピーや縁むす

びさん事業と異なりまして、あくまでもこれは俗に

言うコンパと同様ですので、参加者のみでの懇談と

いうような形をイメージしておりまして、マリッジ

アドバイザーなどの同席は予定をせずに実施して

いけたらなというように思っております。 

 簡単ではございますが、地域づくり課から現在の

結婚政策の現状につきまして、ご説明と代えさせて

いただきます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（西田  真） 説明が終わりました。 

 質疑、意見等はありませんでしょうか。 

 太田委員。 

○委員（太田 智博） ２点確認させてください。こ

の内容につきましては、私、一般質問の中でも何回

かさせていただいて、谷岡部長とも答弁させていた

だいたと思うんですけど、オフコン、合コンは企業

の関係になるんですけど、豊岡市に住民票が無くて

も、独身であれば登録ができるのかが一つですね。

オフコンに限らず、前段で言われた部分についても、

住民票が豊岡に無くても登録とかができるのかを

教えていただきたいのが１点と、１５ページで、企

業、団体のほうが、企業の独身者にＬＩＮＥのとこ

ろにちょっと登録させるだけが企業のほうの作業

になりますけど、この合コンの企画なんかを豊岡市

がされて、独身者へ呼びかけをされるんですけど、

この呼びかけをするときに、企業側で登録した独身

者へも呼びかけがかかるというようなイメージで

いいのか、この２点だけ教えていただきたいと思い

ます。 

○委員長（西田  真） 地域づくり課、宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） ご質問いただきま

して、まず１点なんですが、まず住民票の有無とい

うことで、現在の登録状況が、男性は市民に限らず

していただいておりますが、女性の方は市民だけと

なっておりますので、ちょっとそちらの整合性につ

きましてもありますので、若干もう少し検討を進め

ていけたらなというふうに思っておりまして、今の

ところまだ結論は出てないというふうにご理解い

ただけたらなと思っております。 

 もう２点なんですけれども、企業、団体のほうに

登録いただきまして、イベントの開催案内につきま

して、１６ページにありますような形で、ちょっと

こちらのほうでは説明が十分いってはいないわけ

なんですけれども、オフコンに当たりましては、あ

る程度属性を絞っていくような形でのイベント周

知というような形も考えていけたらなというふう

に思っております。したがいまして、先ほどお話が

ありましたように、Ａという会社のほうで若手のほ

うに登録を促していただいて、あと女性のほうはＢ

という会社が促していただいてるような会社があ

れば、ＡとＢのその方々を対象にこのイベントの開

催を案内して参加を募るというような形も可能か

なというふうな形で考えているという状況であり

ます。以上です。 

○委員長（西田  真） 太田委員。 

○委員（太田 智博） ありがとうございました。既

に今、５社ぐらいが合同でこういうイベントをされ

てるんです、民間が。５社ぐらいでされてるんで、

また、この場では無くって、違う形等、課長のほう

にも相談にお伺いさせていただきたいと思います
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ので、よろしくお願いしたい思いますし、やっぱり

５社の中でも、女性が地元の方、男性は何かしらこ

ちらに来られてる方が多くて、女性と縁が結びつく

ことを祈って男性がこちらに移住されるパターン

が多いかなと思ってますので、今の話聞いてますと、

女性は豊岡の方、男性は住民じゃなくてもいいとい

う何かそういう、今もそんな感じでなってるのかな

と思いますので、女性のほうが男性を引き込む力が

あるのかなと思ったりもしますので、そういうとき

におった男性が豊岡に住み着くほうがいいと思う

ので、またいろいろ相談をさせていただきたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

○委員長（西田  真） よろしいですか。 

○委員（太田 智博） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 感想ですけども、ちょっと感

想いうんか、教えていただきたいと思って。この結

婚支援事業でグラフの成婚率は、去年、今年か、お

ととし、去年で１３、１４、１８、１３、１４件成

立してますよね。青い線が、青いラインが、婚姻数

が２２０、２０４、１９３ですから、１割はいって

ないですけど、１割と書いてありますけど、どうな

んだろう。６、７％はいってるようなんですけども、

かなり高いなと思って、改めてこれ見させていただ

きました。 

 ちょっとお尋ねしたいのは、この成婚率は、１８、

１３、直近でいうと１８件、１３件、１４件ですけ

ども、婚姻数は２２０、２０４、１９３ということ

ですけども、ちょっとよく分かってないんですけど

も、婚姻された人の離婚率はどんなもんなのか、そ

の辺が分かったら教えていただきたいなと。さっぱ

りイメージが湧かないものですから。 

○委員長（西田  真） 地域づくり課、宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） 離婚率につきまし

ては、ちょっと今、数字を持ち合わせておりません

ので、ちょっとまた市民課のほう、窓口から確認し

ましてまたご提供できたらなと思っております。す

みません。 

○委員長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 知りたいという意味合いは、

離婚率がどれぐらいあって、そして今も結婚支援の

市がやっておられる、あるいは社協がやっておられ

る結婚支援を通して成婚が多いという判断をした

んですけども、こういう離婚率と赤グラフの関わり

の中で、こういう場数を踏んでいって結婚された人

は離婚せえへんの違うかなという思いがあったも

のですから聞かせていただいたんです。だから、一

般的に誰しも一般に結婚するんですけども、こうい

う場数を踏んで結婚された人と、離婚率がどんな感

じかなと思って聞かせていただいたんです。分かっ

たら少し。 

○委員長（西田  真） 部長、どうぞ。 

○くらし創造部長（谷岡 慎一） すみません、また

後で調べたいと思いますけれども、今、グーグルの

ＡＩモードで調べると、１，０００人当たり１．５

５人なので、離婚率でいうと３組に１組が離婚する

計算になるということです。非常に高い離婚率です

ね。ですけど、これは全国なので、何というんです

か、豊岡市の状況分かりませんが、多分そんなに変

わらないような気がします。正しくはまた調べてお

答えしますけれども。ですので、婚姻数は減ってる

し、離婚数は、恐らくはこれは増えているんだろう

と思いますので、そういう中でこの事業が行われて

いるということだと考えてます。以上です。 

○委員長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 興味本位で聞いたわけではな

しに、そういった全国的あるいは豊岡の離婚率の中

でこういった成婚の割合があるということが事実

としてあるわけですけれども、こういうステップを

踏んでいったら、案外離婚がないんじゃないかなと

いう思いがあったから聞かせていただいたという

ことですので、ご理解をいただきたいと思います。 

 それともう一つ、続けてですけども、どこだった

かな、１１ページで広域連携の模索ということで、

京丹後市との合同プレイベントというふうに書い

てありましたけども、どうしても身ばれの不安っち

ゅうのはやっぱり誰しもあるような気がするんで、
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京丹後市との合同プレイベントなんかもいいんじ

ゃないかということと、それから、その次のページ

のたじま出逢い日和ですか、これ辺りもやっぱり広

げるという意味合いは、豊岡市だけでは、さっきち

ょっとおっしゃったけれども、豊岡市だけが独占す

るようなイメージがあるというようなことをちょ

っとおっしゃいましたけど、そういう兵庫県の狭い

部分じゃなしに、やっぱり広域で、いい人があった

らつながっていくのが正しいことだし、別に男性で

も女性でも、ある程度場所を広げて結婚ができたら

一番いいんでしょうから、そういう意味で身ばれと

いうことを考えたら、こういった広域化することも、

より積極的にやるべきなんだろうなという思いで

聞いておりましたので、ちょっとお尋ねしようと思

いました。その辺のことは広げていくというふうに

さっきおっしゃったんで間違いないと思いますけ

れども、多少でも広域化するほうがいいんだろうな

という思いがありますので、先ほど太田委員がおっ

しゃったように、女性が男性を引っ張る、確かにそ

うだろうなと思って、何かそういった思いがします

ので、そういったことを積極的にやっていただきた

いというふうに思いますんで、よろしくお願いしま

す。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（福田 嗣久） それともう一つ。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 一番最初だったかな、ちょっ

と待ってよ、そうそう、未婚率の２５歳から２９、

３０から３４、３５から３９、これがコアターゲッ

トという意味ですけれども、これ以外にやっぱり見

てましたら、４０代、５０代でどうしても独身の人

が非常に目立つ気がするんです。その人は基本的に

子供がどうこうと言わなくても、できるだけやっぱ

り伴侶といいますか、パートナーを見つけていくん

がやっぱり人生の設計の中で幸せなんだろうなと

いうことと、それから老齢化していく中で、私のよ

うに７０も過ぎてくると、どうしても助け合いとい

うのが一番大事なんだということで、こういうとこ

ろもターゲットにしたあれも必要なんではないか

なと思っておりまして、その辺りはどういうふうに

お考えでしょうか、これは質問ですけれども。 

○委員長（西田  真） 地域づくり課、宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） ありがとうござい

ます。コアターゲットというような形で色づけはさ

せていただいておりますが、ちょっとこれ、登録さ

れている方の比率を出すという形の関係でそこを

母数とさせていただいておりますが、縁むすびさん

事業などにつきましては、４０代を過ぎた方におか

れましても登録があったりするのは事実でござい

ますので、そういった方々にも目を向けさせていた

だいております。 

 また、私どものほうのはーとピーの事業におきま

しては、主にこのターゲット層ではあるんですけど

も、民間事業者の方におきまして少し高年齢の方な

どをターゲットにした、そういった婚活イベント的

なことを実施していただいているところもござい

ますので、そういったところも応援していけたらな

と思っております。 

 それとまた若干毛色が違うんではありますが、先

日、離婚歴のある方のコンパというような形で、や

はり離婚されてももう一回再スタートを切りたい

というような形で、あくまでも離婚をされたという

ことに対して前提であったり理解があるという方

をターゲットにしました婚活イベントというか、そ

れもコンパ的なものも実施させていただいたりし

まして、いろんな層に向けてのイベントは今後も実

施していきたいと思いますので、また議員の皆様か

らもこういったことができないのかということが

ありましたら、我々にお知恵をいただけたらなと思

っております。以上です。 

○委員長（西田  真） くらし創造部、谷岡部長。 

○くらし創造部長（谷岡 慎一） 今調べておりまし

て、これ、令和６年の豊岡市の統計書ですが、婚姻

率が令和５年で３．２％、離婚率が１．２％ですの

で、全体よりちょっと少ない状況のようです。です

から、これを単純に割ると、さっき言った３割ぐら

いになるということになります。以上です。 
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○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（福田 嗣久） 結構です。 

○委員長（西田  真） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） ちょっと１点、まず聞きたい

んですけど、こういった事業ってコミュニティ事業

とすごく相性がいいように僕はずっと思ってるん

ですけど、特に縁むすびさんとか、新規登録者の掘

り起こしみたいなとこですね。そういったようなこ

とというのは、コミュニティと連動して動くみたい

なことはちょっとお考えあるんでしょうか。 

○委員長（西田  真） 地域づくり課、宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） 今、委員ご指摘い

ただきましたとおり、本当に地域におきましても結

婚施策、若い人たちの独身問題というのが課題であ

るということで、取り組んでいただきたいというふ

うには思ってはおりますけれども、あくまでもコミ

ュニティ施策というのは、地域での課題を地域が解

決していくということで、全てのところでやりなさ

いというような形はなかなかいかないというとこ

ろはございますが、機会があるごとにそういったと

こも問題ですよねという話もさせていただいたり

しております。その中で、あるコミュニティにおき

ましては、婚活事業などの取組をされたりしてると

ころもあったりしますので、そういったところに対

しての応援でありますとかノウハウとか、協力でき

ることは、当然同じ課の中でありますので、取り組

んでいけたらなというふうに思っております。 

 ただ、繰り返しになりますけども、主体につきま

してはコミュニティ組織の皆さんかなというふう

に思っておりますので、若干押しつけということは

できてない、してないんで、少し弱い部分があるの

かなというふうには反省はしております。以上です。 

○委員長（西田  真） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） イベント自体をどうこうより、

まず掘り起こしという部分で特にちょっとミッシ

ョンではないですけど、できるとこはお願いします

というのは、多分喜んでしてくれるコミュニティ多

いと思いますんで、積極的に縁むすびさんに登録し

てください。何なら仲人さん的なポジションの人も

登録してくださいというのをコミュニティに積極

的に流すというの、僕大事だと思うので、ぜひその

辺はしていただきたいなと思います。 

 それと、先ほどの最後の但馬広域でっていう話な

んですけど、やはり但馬の中で考えますと、豊岡、

恐らく最終的には住む居住地に選ばれる可能性は

すごく高い、ほっといたら、高い地域だと思うので、

もう積極的にほかのまちと、うち、豊岡市が損だか

らなんて考えずに、多分どんどんやって、最終的に

はうちが選ばれる可能性は恐らく高いと思うので、

ぜひ広域的に、但馬や京丹後やその辺とは組んでや

っていただきたいなと思います。これは意見です。

以上です。 

○委員長（西田  真） 何か答弁ありましたら。 

 地域づくり課、宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） 私どもといたしま

しても、今、委員ご指摘のとおり、掘り起こしのほ

うもしっかり、確かにそのとおりですので、コミュ

ニティのほうに働きかけてしていけたらなという

ふうに思っておりますし、広域的な開催イベントの

ほうにつきましても実施していけたらなと思って

おります。ただ、これにつきましては、重ねてには

なってくるんですけれども、やはりほかの自治体に

おきましては、豊岡市さんとイベントすると、どう

せ最後は豊岡市さんに取られちゃうからなみたい

なことがあったり、特に、少し先ほど属人的な支援、

マンパワーでフォローもしてるというふうな話も

させていただいたんですけども、やはりほかの自治

体におきましては、結婚イベントの実施に当たって

もどこか民間の外部に委託して実施したりとかい

う形、なかなかカップルになったからといっても伴

走支援もできないというふうな、本当に少ない人数

でやっておられる自治体が多いということもあり

まして、ますます少し警戒感を持たれてるというこ

ともありますので、今回、広域イベント、豊岡で、

これは開催経験があるということでさせていただ

いておりますけれども、次回以降は持ち回りで各自

治体を回っていきながら、しっかりとやっていけた

らなというふうに思っております。以上です。 
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○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（森垣 康平） よろしくお願いします。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 荒木副委員長。 

○委員（荒木慎大郎） 結婚のイベントとかってやっ

ぱり行くのにちょっとハードルが高いなってお考

えの若い方も多いかなと思ってます。川上から川中、

川下という中で、やっぱり同窓会とかの位置づけっ

ていうのは、参加自体はすごいハードルは低いと思

うんです。なったときに、今年度も２５歳同窓会開

催されましたけれども、来年度以降も開催する予定

があるのか、そこら辺のお考えをお聞かせください。 

○委員長（西田  真） 地域づくり課、宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） ただいま荒木委員

からもお話しいただきましたように、今回の２５歳

同窓会につきましては、本当に荒木委員にご協力い

ただきながら、本当に大盛況のうちにイベントも終

わったかなと思っております。ぜひこういったもの

も続いていってほしいなというふうに思ったりし

ておりますが、市として今のところ、積極的にそこ

を市が主催して開催するというふうなことは考え

てないということで、先ほど申し上げましたスイー

ツ祭につきましても、実行委員の皆さんがやるんで、

協力してもらえないかという部分があれば協力で

きる範囲でしていきながら、皆さんのやりたいを応

援していけたらなと思っておりますが、２５歳同窓

会等におきましても、来年度２５歳になる方がやっ

ていきたいということであれば協力という形にな

りますし、ぜひそう思ってもらえるようにしっかり

とはたちの集いの実行委員会のメンバー等、５年後

にもこんなことをやってたよということは伝えて

いく中で、実行委員の皆さんを中心として、どう開

催について考えられるかというところかなと思っ

たりしております。今のところはそのような状況か

なというふうなことです。以上です。 

○委員長（西田  真） 荒木副委員長。 

○委員（荒木慎大郎） そのとおりで、市が主催する

必要はないと思うんです。やっぱり若い子たちが実

行委員会開いて、そこに市が随伴するような形でい

いかなと思うんですけれども、やっぱり公共施設の

提供であったりとか、できることをしてほしいなと

思うんですけれども、例えば裾野、例えば今回であ

れば稽古堂で開催されましたけど、場所も提供する

とかそういった情報発信を今後されていく予定は

あるか。多分そこがないと実行委員も立ち上がりに

くいかなと思うんですけども、お考えどうでしょう

か。 

○委員長（西田  真） 地域づくり課、宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） 現在、本当にご指

摘のとおり、豊岡市に協力を求めたら何があるのか

なというところが市民の方にも分からないところ

かなと思ったりしますので、そこら辺を、たまたま

声をかけてもらった団体だけに対して支援してる

状況ですので、どういうふうな形で市民の方、広く

周知していくのかというのは、少し課題とさせてお

預かりできたらなと思っております。 

○委員長（西田  真） 荒木副委員長。 

○委員（荒木慎大郎） ぜひ、そんなに市民へも負担

がかかることではないと思いますので、しっかりか

なり検討していただきまして、今後頑張ってくださ

い。以上です。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（荒木慎大郎） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 芹澤委員、どうぞ。 

○委員（芹澤 正志） たくさんいろいろとされてい

るので、いろんなことをまだまだ模索できるのかな

と。例えば大バーベキュー大会だとか、スポーツイ

ベントに絡めて集めて、何かスポーツを楽しみなが

ら知り合う機会を増やすだとか、まだ漠然としてま

すけども、何かそういう新たな取組も今後いろいろ

とちょっと一緒になって考えていければなと思い

ます。 

○委員長（西田  真） 答弁があれば。 

 地域づくり課、宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） 大バーベキュー大

会はどうかと、まだちょっと私の想定外だったんで

すけども、スポーツイベントという点でいきますと、
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全国市町村レガッタの予選となります円山川レガ

ッタとかああいった参加者募集してるイベントと

かがあったりしますので、そういった部分に独身者

の方で手挙げ方式みたいな形で参加できたり、やは

り何か共同の作業をすることによって交流も深ま

っていくという、昔のオーソドックスな出会いの場

かなと思ったりするので、そういった部分につきま

しても取り組んでいけたらなというふうには、今後

の課題としては思ってる、認識してるという状況で

ありますので、また今後、相談に乗っていただけた

らなと思っております。よろしくお願いいたします。 

○委員長（西田  真） 芹澤委員、よろしいですか。 

○委員（芹澤 正志） はい。 

○委員長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ちょっと確認だけですけれど

も、建築住宅課の空き家の関係は４月からそっちに

行くんですね。それでよろしいか。 

○委員長（西田  真） 地域づくり課、宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） 今、委員ご指摘の

いただきましたとおり、４月から空き家対策室の地

域づくり課に設置されます。その中で、従来、建築

住宅課が持っておりました危険空き家等の空き家

施策が全てというか、ほぼほぼ来ます。一部、耐震

化の診断、この部分につきましては空き家に限らな

い全ての建物ですので、それは建築住宅課に残りま

すけども、それ以外につきましては、基本、地域づ

くり課に来るという中で、従来、移住施策でありま

した地域づくり課と空き家の危険空き家でありま

した建築住宅課の間で、まだ使えるんだけども何か

どっちつかずの空き家というのもたくさんありま

したので、そういった部分につきましてしっかりと

地域づくり課に来て、空き家施策全体という事業推

進に当たってはフォローしていけたらなというふ

うに思っているところです。以上です。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（西田  真） 竹中委員、どうぞ。 

○委員（竹中  理） じゃあ、１つだけ。さっきお

聞きしようと思ったら言われたんであれですけど、

離婚歴のある方のマッチングっていうか、お互い共

通のあれがあるのでマッチングしやすいと思うん

ですけど、今後早々に広げられるような、そういう

特化したようなこととか、あと高齢者というか、５

０代ぐらいの方の対象とか広げるような、そういう

ことは考えておられるかどうか。 

○委員長（西田  真） 地域づくり課、宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） 今ご指摘いただき

ましたように、離婚歴のある方っていうのは今回４、

４で募集させていただいて、２組、一応また引き続

きお会いしようかというふうなことで聞いており

ますので、非常に成果があったのかなと思ったりし

てますので、そういったニーズも踏まえながら取り

組んでいけたらなというふうに思っております。た

だ、あくまでも我々としては、ちょっと高齢者とい

うか少し年齢が高いというところにつきましては

縁むすびさん事業を中心としてやっていくという

ような形かなと思っておりますが、今後全体的に高

齢化というか、も進んでおりますので、独身の高齢

者の方も増えてますので、そういったニーズがあれ

ば的確に対応していけたらなというふうに思って

おります。 

 また、若干話がそれてはしまうんですけれども、

やはり豊岡市におきまして多くの海外の方も来ら

れて、技能実習生として来られてます。そういった

方々ともぜひマッチングしていくことで、やはり非

常に豊岡にとっても大きな戦力にもなっておられ

ますので、その方が引き続き安心して豊岡に残れる

ということも大事なのかなというふうに課題とし

ては思っておりますが、ただ、外国の方、国際結婚

というのは非常にハードルが高い。また、結婚して

からもなかなかやはり文化の違いという部分があ

って、お付き合いが難しいということもあったりし

ますので、もう少しまだまだ検討する余地あります

けども、どんなようなことも排除することなく、先

ほどと少し重なるかもしれませんけども、やはり結

婚して豊岡に残っていただけて、子供さんつくって

産み育てていただくというのがベストではありま

すけども、ベストにはならなくても、やはり結婚し
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たいんだということが、せめてそこは実現できるよ

うな形で、一人でも多くの方のそういった夢の実現

にどうしたら取り組めるのかという部分は絶え間

なく検討していけたらなというふうに思っており

ます。以上です。 

○委員長（西田  真） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） ありがとうございます。アプ

リなんかでもそういう離婚歴のある方だけのコミ

ュニティみたいなのもあって、すごくはやってるよ

うなことは聞いてますし、さっき言われました外国

人のもまたこれからいろいろ研究していただいて、

また広げていただけたらなと思います。以上です。 

○委員長（西田  真） よろしいでしょうか。 

○委員（竹中  理） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 私からちょっと１点だけ。縁むすびさんは地域全

般的におられるんですかね。そして、縁むすびさん

はずっと更新もされていっておられると思うんで

すけど、経年的にいいますか、人数はどういうふう

な推移になってますか。 

 地域づくり課、宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） 人数といたしまし

ては、ちょっと幽霊会員さんみたいな方がおられて、

ちょっと今リセットしたところで、変化という形で

は比較する数字がないんですけれども、やはりなか

なかお世話してやろうかという方も減ってきてい

るのかなと。やはり難しい時代になってますので、

そういったお世話していただける方が減ってると

いうとこはございますので、しっかりと今の縁むす

びさんのお友達なども含めて、増やしていけたらな

というふうには思っておりますが、若干、比較でき

る数字はないですけれども、減ってるのかなという

のが肌感覚として持たせていただいてるという状

況です。以上です。 

○委員長（西田  真） 地域的にはどうですか、全

体的なバランス的にも。 

 地域づくり課、宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） その質問に答えて

なくて申し訳なかったです。地域バランスにつきま

しては、若干、私も把握できておりませんので、何

か分かる数字につきまして、また後ほど出させてい

ただけたらなと思います。以上です。 

○委員長（西田  真） ありがとうございました。

やはり地域的にバランスいいますんか、どこにもそ

ういう縁むすびさんがおられることが必須条件だ

と思いますんで、その縁むすびさん活用されて、い

ろんな出会いの創出ということが大事かなと思っ

ています。最初は結構縁むすびさんもおられたと思

うんですけど、課長が言われたように幽霊会員さん

みたいな方がたくさんおられて、実際には動いてな

いというのが実情だと思いますので、その人たちも

新たな人も含めて、ちょっと活動していただけるよ

うな、いけるような、ちょっとサポート的なことも

必要だろうと思うんですけど、その辺いかがでしょ

うか。 

 地域づくり課、宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） まさに縁むすびさ

ん、先ほど森垣委員からもご指摘いただいておりま

すけれども、やはりコミュニティの掘り起こしも含

めまして、一番どこに独身がいるかというの分かっ

てるのは地域の方かなと思いますので、しっかりと

コミュニティ等の協力もいただきながら、広く隅々

までということになるかどうか分かりませんけど

も、あらゆる地域から縁むすびさん出ていただいて、

若い方の掘り起こし、そして未婚者同士のセッティ

ング等につながるように取り組んでいけたらなと

いうふうには、今後進めていけたらというふうに思

っております。以上です。 

○委員長（西田  真） ぜひよろしくお願いしたい

と思いますし、ちょっとくらし創造部の谷岡部長か

らも答弁いただけたらと思いますが、いかがでしょ

うか。 

 くらし創造部、谷岡部長。 

○くらし創造部長（谷岡 慎一） すみません、ちょ

っと質問を取り損ねましたけれども、なかなか今、

私も含めてですけども、どういう所在をされてるの

かって、私も分からないので、そこはまた調べてお

答えさせてもらいたいと思います。ただ、いろんな
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縁があって、多分縁むすびさんに登録をいただいて

いるので、そういった方を大事にしながらでもあり

ますし、また、なかなか今、新規でたくさんの方が

増えてるという状況では多分ないと思うので、そこ

も含めてこの事業の在り方自体も検討したいなと

思います。以上です。 

○委員長（西田  真） よろしくお願いしたいと思

います。 

 ほかにありませんか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ないようですので、以上で

結婚支援の現状については終わりますが、この際、

当局から何か発言はありませんでしょうか。よろし

いですか。 

 ここで暫時休憩します。 

午前１０時１３分休憩 

──────────────────── 

午前１０時１８分再開 

○委員長（西田  真） 休憩前に引き続き再開いた

します。 

 次に、委員会の運営方針についてであります。委

員会重点調査事項、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上の本日の

フォルダーの中、次第等の資料４ページ目に配信し

ております。前回委員会で結婚支援について、子育

て支援に関する事項のところに加えることを決め

ていただきましたので、結婚支援・子育て支援に関

する事項と改めております。ご意見はございません

でしょうか。 

 暫時休憩いたします。 

午前１０時１８分休憩 

──────────────────── 

午前１０時１９分再開 

○委員長（西田  真） 委員会を再開いたします。 

 それでは、当委員会の重点調査事項としてこのよ

うに決定させて、ご異議はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議がないようですので、

そのように決定させていただきます。 

 それでは、次回の委員会で特に調査を進めていき

たい項目があればご協議願いたいと思います。 

 暫時休憩いたします。 

午前１０時１９分休憩 

──────────────────── 

午前１０時２０分再開 

○委員長（西田  真） 会議を再開いたします。 

 それでは、次回の委員会は新年度になりますんで、

事務概要の説明ということもありますんで、それを

聞いてからということで、また進めたいと思います

けど、ご異議はございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） それでは、そのように決定

させていただきます。 

 その他として、委員の皆様から何かありませんで

しょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ないようですので、以上を

もちまして委員会を閉会いたします。お疲れさまで

した。ありがとうございました。 

午前１０時２０分閉会 

──────────────────── 


